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西
　
澤
　
正
　
樹

　
　
　
東
ア
ジ
ア
で
電
子
部
品
メ
ー
カ
ー
へ
発
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
オ
ー
テ
ィ
ス
〜

　
八
五
年
に
地
元
の
小
・
中
学
校
か
ら
高
校
の
同
級
生

二
名
と
ソ
フ
ト
プ
レ
ス
加
工
（
音
響
用
ゴ
ム
や
フ
エ
ル

ト
、
シ
ー
ト
粘
着
貼
り
合
せ
製
品
の
打
ち
抜
き
加
工
）

を
行
う
「
佐
山
製
作
所
」
を
創
業
す
る
。
電
卓
や
電
子

手
帳
用
の
両
面
テ
ー
プ
、
空
調
機
パ
ッ
キ
ン
な
ど
を
手

が
け
、
九
五
年
に
法
人
化
し
「
オ
ー
テ
ィ
ス
」
に
社
名

変
更
す
る
。
こ
の
間
、
十
年
間
か
け
て
売
上
高
数
千
万

円
か
ら
約
六
億
円
、
従
業
員
数
三
名
か
ら
三
〇
名
ほ
ど

の
企
業
に
育
て
て
い
く
。

　
九
四
年
に
マ
レ
ー
シ
ア
、
九
九
年
に
タ
イ
の
企
業
に

　
　
東
ア
ジ
ア
へ
の
展
開
と
企
業
成
長

　
オ
ー
テ
ィ
ス
の
創
業
地
・
湯
原
町
（
現
真
庭
市
）

は
、
岡
山
県
「
美
作
三
湯
」
の
ひ
と
つ
、
湯
原
温
泉
が

知
ら
れ
て
い
る
。
当
社
は
温
泉
を
基
幹
産
業
と
し
農
林

業
、
公
共
事
業
が
地
域
経
済
を
支
え
る
中
山
間
地
域
に

創
業
し
、
そ
の
後
、
東
ア
ジ
ア
市
場
に
展
開
し
急
成
長

し
て
い
る
。

　
創
業
者
の
佐
山
修
一
氏
は
一
九
五
八
年
、
湯
原
町
生

ま
れ
。
桃
山
学
院
大
学
卒
業
後
、
百
貨
店
の
フ
ロ
ア
販

売
員
、
県
の
外
郭
団
体
職
員
、
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
の
コ
ッ

ク
な
ど
で
就
業
経
験
を
重
ね
資
金
を
蓄
積
し
将
来
の
事

業
創
業
を
め
ざ
し
た
。

技
術
供
与
、
〇
一
年
に
中
国
・
青
島
、
〇
五
年
に
中

国
・
東
莞
と
蘇
州
に
工
場
進
出
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇

年
ま
で
の
売
上
高
は
約
七
〜
一
〇
億
円
で
推
移
し
て
い

た
が
、
そ
の
後
、
急
成
長
し
て
い
く
。
国
内
売
上
高
は

〇
一
年
約
十
二
億
円
か
ら
〇
七
年
に
は
約
四
九
億
円
、

海
外
連
結
売
上
高
約
七
一
億
円
、
国
内
従
業
員
約
二
五

〇
名
、
海
外
従
業
員
約
三
一
〇
名
と
な
っ
て
い
る
。

　
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
企
業
成
長
は
労
働
集
約
的
な
熟

練
工
程
に
加
え
、
金
型
の
内
製
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ダ
イ

カ
ッ
ト
装
置
な
ど
の
専
用
装
置
の
自
社
開
発
を
進
め
た

こ
と
に
よ
る
量
産
効
果
が
大
き
い
。
こ
う
し
た
装
置
開

発
を
進
め
た
技
術
や
組
織
拡
大
に
と
も
な
う
経
営
管
理

は
、
大
手
企
業
等
の
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
の
過
程

で
当
社
に
移
っ
た
技
術
者
や
管
理
者
が
担
っ
た
こ
と
に

注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
金
型
と
専
用
装
置
の
内
製

　
当
社
の
コ
ア
技
術
は
、
樹
脂
フ
ィ
ル
ム
、
テ
ー
プ
、

ゴ
ム
シ
ー
ト
、
金
属
箔
な
ど
の
シ
ー
ト
状
の
素
材
を
精

密
に
貼
り
合
わ
せ
る
技
術
（
積
層
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
技

術
）
と
フ
ィ
ル
ム
状
の
素
材
を
打
ち
抜
き
金
型
に
よ
っ

て
精
密
・
微
細
部
品
に
加
工
す
る
技
術
（
ソ
フ
ト
プ
レ

ス
加
工
技
術
）
で
あ
る
。

　
シ
ー
ト
接
着
部
品
は
精
密
化
、
小
型
化
す
る
電
子
応

用
製
品
に
多
用
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
携
帯
電
話
で
は
液

晶
パ
ネ
ル
の
接
着
、
電
磁
波
シ
ー
ル
ド
、
絶
縁
材
、
緩

衝
材
な
ど
に
使
わ
れ
る
。
当
社
は
金
型
、
プ
レ
ス
、
接

着
、
印
刷
な
ど
の
技
術
を
応
用
し
て
部
品
の
接
合
、
絶

縁
、
電
磁
波
シ
ー
ル
ド
な
ど
の
機
能
を
複
合
し
た
機
能

部
品
用
金
型
お
よ
び
専
用
装
置
を
自
社
開
発
し
短
納
期

で
の
量
産
を
可
能
に
し
て
い
る
。

　
従
来
、
シ
ー
ト
接
着
部
品
の
ソ
フ
ト
プ
レ
ス
加
工
は

主
に
大
阪
の
中
小
企
業
が
担
っ
て
い
た
。
部
品
単
価
が

安
く
、
一
点
の
部
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
は
長
く
て
も

四
ヵ
月
で
あ
り
、
部
品
毎
に
シ
ー
ト
素
材
が
異
な
る
こ

と
か
ら
加
工
の
自
動
化
が
難
し
く
労
働
集
約
的
な
小
規

模
分
散
的
な
生
産
が
続
い
て
い
た
。

　
当
社
は
金
型
の
自
社
設
計
・
製
作
に
踏
み
込
み
、
単

純
な
平
面
打
ち
抜
き
金
型
（
彫
刻
金
型
）
か
ら
、
ロ
ー
ル

型
の
ト
ム
ソ
ン
金
型
、
エ
ッ
ジ
ン
グ
に
よ
り
刃
を
た
て

る
ピ
ナ
ク
ル
金
型
へ
と
展
開
し
て
い
く
。
打
ち
抜
き
金

型
は
フ
ッ
ト
プ
レ
ス
機
な
ど
の
上
下
運
動
で
素
材
を
一

点
、
一
点
抜
い
て
い
く
が
、
ロ
ー
ル
型
は
金
型
の
回
転
運
動

に
よ
っ
て
素
材
を
連
続
し
て
加
工
す
る
。
素
材
の
シ
ー

ト
を
ロ
ー
ル
に
巻
い
て
供
給
し
続
け
れ
ば
長
時
間
自
動

加
工
が
可
能
に
な
り
、
量
産
効
果
が
一
気
に
高
ま
る
。

　
　
加
工
業
か
ら
メ
ー
カ
ー
へ
の
展
望

　
と
こ
ろ
が
、
複
雑
精
密
な
ロ
ー
ル
金
型
が
で
き
て

も
、
当
社
が
要
求
す
る
加
工
を
可
能
に
す
る
機
械
装
置

が
な
か
っ
た
。
設
備
メ
ー
カ
ー
も
継
続
需
要
が
見
込
め

な
い
専
用
設
備
は
作
り
た
が
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
当
社

は
既
存
の
ロ
ー
タ
リ
ー
印
刷
機
の
製
造
技
術
を
ベ
ー
ス

に
し
て
、
自
社
設
計
に
よ
る
「
ロ
ー
タ
リ
ー
ダ
イ
カ
ッ

（18）

「
国
際
中
堅
企
業
」
の
登
場
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ト
装
置
」
の
開
発
に
向
か
う
。
こ
の
装
置
は
シ
ー
ト
素

材
の
複
合
多
層
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
、抜
き
加
工
、バ
リ
取
り

を
一
工
程
で
加
工
す
る
も
の
で
あ
り
、
画
期
的
な
納
期

短
縮
と
量
産
を
可
能
に
し
た
。
シ
ー
ト
接
着
部
品
の
生

産
技
術
に
お
け
る
優
位
性
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、特
定
領
域
の
製
造
に
専
門
特
化
し
、製

造
の
コ
ア
ツ
ー
ル（
道
具
）で
あ
る
金
型
と
専
用
装
置
の

自
社
開
発
能
力
を
身
に
付
け
生
産
技
術
を
自
前
化
す
る

こ
と
は
、加
工
業
が
高
度
化
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

　
今
後
、
さ
ら
に
素
材
・
材
料
の
領
域
に
踏
み
込
も
う

と
し
て
い
る
。
原
材
料
か
ら
製
品
ま
で
当
社
の
独
自
性

を
発
揮
す
る
な
ら
ば
「
シ
ー
ト
接
着
部
品
メ
ー
カ
ー
」

へ
と
展
開
し
、
さ
ら
に
シ
ー
ト
接
着
部
品
が
電
子
的
な

機
能
部
品
と
し
て
開
発
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
「
電

子
部
品
メ
ー
カ
ー
」
に
転
身
し
て
い
く
可
能
性
も
開
か

れ
て
い
る
。

　
　
　
海
外
市
場
へ
の
展
開

　
当
社
の
扱
う
シ
ー
ト
接
着
部
品
は
携
帯
電
話
、
家
電

製
品
、
Ｏ
Ａ
製
品
、
カ
メ
ラ
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
な
ど
に
多
用
さ
れ
る
。
シ
ャ
ー
プ
の
国
内
事

業
所
と
の
取
引
か
ら
は
じ
ま
り
、
ダ
イ
キ
ン
、
日
立
製

作
所
、
松
下
電
器
産
業
、
サ
ン
ヨ
ー
な
ど
に
取
引
先
が

拡
大
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
日
本
メ
ー
カ
ー
は
東
南
ア

ジ
ア
や
中
国
に
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
工
場
を
配
置
し
て
お

り
、
当
社
の
製
品
の
主
要
市
場
は
東
ア
ジ
ア
に
あ
る
。

　
取
引
先
の
メ
ー
カ
ー
は
、
取
引
が
深
ま
れ
ば
外
注
企

業
に
進
出
先
の
現
地
で
部
品
を
加
工
し
納
品
す
る
こ
と

を
期
待
す
る
。
当
社
の
最
初
の
海
外
事
業
は
、
九
四
年

の
マ
レ
ー
シ
ア
で
の
合
弁
企
業
の
設
立
で
あ
る
。
九
九

年
に
は
タ
イ
の
企
業
へ
の
技
術
供
与
を
行
っ
た
。
現

在
、
こ
の
二
件
の
海
外
事
業
は
持
ち
株
売
却
、
契
約
終

了
に
て
解
消
し
て
い
る
。
合
弁
事
業
、
技
術
供
与
の
経

験
を
蓄
積
し
た
後
、
〇
一
年
に
中
国
・
青
島
市
、
さ
ら

に
、
〇
五
年
に
蘇
州
お
よ
び
東
莞
に
合
弁
企
業
を
設
立

し
て
い
る
。

　
電
子
部
品
メ
ー
カ
ー
と
し
て
国
際
市
場
に
参
画
す
る

ま
で
は
、
専
門
商
社
や
同
業
企
業
と
提
携
し
国
際
経
営

経
験
を
蓄
積
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
日
本
本
社
で
は
生

産
技
術
と
生
産
設
備
の
開
発
力
お
よ
び
原
材
料
調
達
を

確
立
し
、
現
地
市
場
生
産
と
日
本
か
ら
の
製
品
輸
出
を

バ
ラ
ン
ス
さ
せ
、
本
社
所
在
地
域
の
雇
用
の
維
持
・
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
地
域
の
雇
用
創
出
が
コ
ン
セ
プ
ト

　
佐
山
氏
の
重
要
な
創
業
動
機
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
地

域
の
産
業
が
活
性
化
し
発
展
す
る
た
め
に
、
地
域
外
か

ら
「
外
貨
」
を
稼
ぎ
、
地
元
地
域
の
経
済
循
環
を
拡
大
し

よ
う
と
い
う
「
志
」
に
あ
る
。
湯
原
地
域
産
業
は
、
か
つ

て
金
山
川
の
砂
鉄
を
用
い
た
「
た
た
ら
製
鉄
」
が
盛
ん

で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
森
林
資
源
を
背
景

に
し
た
漆
器
・
木
工
産
業
が
発
達
し
、
ベ
ル
ト
式
木
工

旋
盤
を
創
り
出
す
な
ど
工
作
機
械
工
業
も
発
祥
し
た
。

　
し
か
し
、
日
本
の
林
業
、
木
材
関
連
産
業
が
活
力
を

失
い
、
温
泉
資
源
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
業
も
成
熟
化

し
次
の
革
新
を
模
索
す
る
な
か
で
地
域
産
業
の
雇
用
力

は
弱
ま
っ
て
い
く
。
新
規
若
年
層
の
就
業
機
会
は
限
ら

れ
、
地
域
人
材
の
域
外
流
出
が
続
い
た
。
氏
は
、
こ
う

し
た
事
態
に
強
い
危
機
感
と
憤
り
を
抱
き
、
深
い
モ
ノ

づ
く
り
風
土
を
備
え
る
当
地
域
を
再
び
モ
ノ
づ
く
り
に

よ
っ
て
活
性
化
し
、
地
元
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
材
が
地

元
で
働
き
充
実
し
た
生
活
を
お
く
る
こ
と
を
願
っ
た
。

　
初
期
の
現
場
生
産
を
支
え
た
の
は
湯
原
地
域
の
主
婦

で
あ
っ
た
。
一
時
期
、
女
子
従
業
員
が
約
六
割
を
占
め

た
。
労
働
集
約
的
な
生
産
か
ら
独
自
の
生
産
技
術
開
発

に
向
か
い
、
ニ
ッ
チ
市
場
を
集
約
し
て
い
く
こ
と
を
可

能
に
し
た
の
は
、
九
〇
年
代
に
メ
ー
カ
ー
が
進
め
た
リ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
や
海
外
生
産
シ
フ
ト
の
過
程
で

退
職
し
た
技
術
者
や
経
営
管
理
者
を
採
用
で
き
た
こ
と

に
よ
る
。

　
当
社
は
地
元
（
湯
原
地
域
）
雇
用
を
優
先
し
、
地
元

で
最
大
の
雇
用
元
と
な
っ
て
い
る
。
高
校
、
大
学
の
新

卒
人
材
を
毎
年
採
用
し
て
お
り
、
専
門
分
野
の
人
材
は

ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
や
Ｕ
タ
ー
ン
人
材
で
充
足
し
て

い
る
。
Ｕ
タ
ー
ン
人
材
の
場
合
、
両
親
の
高
齢
化
に
と

も
な
い
長
男
、
長
女
に
戻
っ
て
き
て
欲
し
い
と
の
願
い

に
応
じ
帰
郷
し
初
め
て
当
社
を
知
る
、
あ
る
い
は
地
元

の
両
親
が
当
社
の
採
用
情
報
を
知
ら
せ
る
な
ど
に
よ
っ

て
応
募
が
あ
る
。
こ
う
し
た
人
材
に
加
え
て
中
国
・
成

都
市
、
西
安
市
、
上
海
圏
か
ら
の
研
修
生
三
〇
名
が
い

る
。
こ
の
う
ち
一
〇
名
は
研
修
を
終
了
し
中
国
事
業
所

に
配
属
と
な
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
地
元
地
域
の
雇
用
創
出
を
経
営
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
創
業
し
た
当
社
は
、
労
働
集
約
的
事

業
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
技
術
集
約
的
事
業
へ
展
開
し
国
際

中
堅
企
業
へ
と
成
長
し
て
い
る
。
そ
の
過
程
で
地
元
の

主
婦
が
事
業
を
支
え
、
地
域
周
辺
企
業
の
技
術
人
材
、

経
営
人
材
が
参
画
し
企
業
発
展
を
導
い
て
き
た
。
地
方

圏
に
立
地
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
デ
メ

リ
ッ
ト
を
最
小
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
方
圏
発
祥

企
業
の
国
際
中
堅
企
業
へ
の
発
展
パ
タ
ー
ン
を
実
現
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
（
に
し
ざ
わ
ま
さ
き
・
ア
ジ
ア
研
究
所
准
教
授
）
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